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Ⅰ 「子どもの貧困」対策における対象の整理

出典：沖縄県子ども未来政策課提供スライド 1



表1 ２つの課題の有無による対象世帯の整理

「保護者の課題」

無し 有り

所得の課題

有り ① 「低所得」 ② 「貧困」

無し ④ 「平均世帯」 ③児童虐待等

※「保護者の課題」＝健康問題（精神疾患を含む）、金銭トラブル、
社会的孤立、夫婦間や親族間のトラブル（DV含む）等。
「子どもの自己肯定感」の低下は②と③において顕著となる

Ⅰ 「子どもの貧困」対策における対象の整理

各種資料等を参考に作成
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４つの類型の説明（１）

①低所得の課題を有する世帯
（手間や）費用のかかる経験が不足しがち

保護者の多忙さ（ダブルワーク、トリプルワーク等）によって時間・手間のかか
る経験が不足しがちだが、保護者は機会をみて子どもとのかかわりをもち、必要な
体験や情報を与えようとする意欲が保たれている状態。

※この状態が継続すると、保護者の疲労が蓄積等により②「貧困」へ移行する可
能性がありその予防も重要

支援におけるポイント
1) 様々な費用負担の軽減によって子どもの体験不足を公的にカバーし、自己肯定
感の向上を補う（例．各種居場所や無料塾、通学費補助、奨学金の提供等）

2) 保護者の心理的・経済的ストレスを軽減し、子どもの将来への期待を高める
（＝②「貧困」への移行予防）

3) 保護者に「困り感」があり、支援活用につながりやすい
⇒適切な情報の周知が必要（例．【一部再掲】就学援助制度、各種奨学金制度、

通学補助費等の周知）

Ⅰ 「子どもの貧困」対策における対象の整理
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４つの類型の説明（２）

②低所得＋保護者の課題を有する世帯 ＝この2つの課題が重なる状態を「貧困」
※保護者の課題＝健康問題（精神疾患を含む）、金銭トラブル、社会的孤立、
夫婦間や親族間のトラブル等

所得の課題により、費用のかかる経験が不足
保護者の多忙さ（and / or ）精神的な余裕のなさから、時間・手間のかかる経験

が不足しがち。
加えて、保護者の精神的な余裕のなさから、

(1)日常の親子間のコミュニケーション不足、(2)子どもの孤立感の増加
(3)世帯状況によってはＤＶや、ネグレクト等の「児童虐待」等の課題発生

支援におけるポイント
1) 様々な費用負担の軽減による体験不足のカバーに加えて、子どもの低下した自

己肯定感の向上に向けた支援が必要。自己肯定感が低い場合は、支援につなが
りにくく、支援から離れやすい。

2) 保護者の疲労感、あるいは支援者に対する不信感により、信頼関係構築が難し
くなる

3) 保護者に「困り感」がない場合も多い
⇒アウトリーチを含めた専門的な保護者支援が必要

Ⅰ 「子どもの貧困」対策における対象の整理

4



４つの類型の説明（３）

③所得の課題はないが、保護者の課題を有する世帯
保護者の精神的な余裕のなさから、時間・手間のかかる経験が不足しがち

加えて、保護者の精神的な余裕のなさから、
(1)日常のコミュニケーションが不足、(2)子どもの孤立感が増える
(3)世帯状況によってはＤＶや、ネグレクト等の「児童虐待」等の課題発生

支援におけるポイント
1) 様々な費用負担の軽減に加えて、低下した自己肯定感の向上に向けた支援が必

要。自己肯定感が低い場合は、支援から離れやすい。
2) 保護者の疲労感、あるいは支援者に対する不信感により、信頼関係構築が難し

い
3) 保護者に「困り感」がない場合も多い

⇒アウトリーチを含めた専門的な保護者支援が必要

Ⅰ 「子どもの貧困」対策における対象の整理
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４つの類型の説明（４）

④所得の課題および保護者の課題のない「平均世帯」

家庭内における体験という点で課題はみられないが、地域における多世代間の交
流の不足はみられる。

支援におけるポイント
1) 「健全育成」の対象
2) 各種「居場所」等の活用によって、様々な経験が増える事による子ども達の成

長（例．同じバーベキューでも家族での体験と居場所のメンバーでの体験では
学びが異なる）

3) 地域の大人に「可愛がられる」体験を通した、地域に対する愛着の形成

※沖縄県は自治会加入率や民生委員の充足率が全国平均よりも低いというコミュ
ニティの課題を有しており、新たなコミュニティ作りという側面も模索される

※このような「平均世帯」の子どもたちが多く居場所を利用することで、①～③
の課題を有する子ども達も気兼ねなく（周囲の目を気にすることなく）居場所
を利用しやすくなる

Ⅰ 「子どもの貧困」対策における対象の整理
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Ⅰ 「子どもの貧困」対策における対象の整理

出典：沖縄県子ども未来政策課提供スライド。一部改変 7



Ⅱ 沖縄県における「低所得」と「貧困」

１．各種調査で測定される「貧困」とは

２．沖縄県の課題としての「低所得」と「貧困」

３．課題を整理するキーワードとしての「自己肯定感」

１）自己肯定感とは？
２）貧困の連鎖と自己肯定感
３）「生産性」と被雇用者の自己肯定感
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Ⅱ 沖縄県における「低所得」と「貧困」

１．各種調査で測定される「貧困」とは

出典：沖縄県子ども未来政策課提供スライド 9



Ⅱ 沖縄県における「低所得」と「貧困」

１．各種調査で測定される「貧困」とは

出典：沖縄県子ども未来政策課提供スライド 一部改変 10



Ⅱ 沖縄県における「低所得」と「貧困」

２．沖縄県の課題としての「低所得」と「貧困」

出典：沖縄県子ども未来政策課提供スライド 11



Ⅱ 沖縄県における「低所得」と「貧困」

２．沖縄県の課題としての「低所得」と「貧困」

中学校卒業後進路未決定率（R２年3月卒) について

出典：沖縄県令和2年度学校基本統計（学校基本調査） （令和2年5月1日現在）「卒業後の状況調
査中学校」 https://www.pref.okinawa.jp/toukeika/school/2020/kakuhou/gaiyou/02-1graduates-junior.pdf より

表2 沖縄県状況別中学校卒業者数
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Ⅱ 沖縄県における「低所得」と「貧困」

２．沖縄県の課題としての「低所得」と「貧困」

中学校卒業後進路未決定率（R２年3月卒) について

出典：沖縄県令和2年度学校基本統計（学校基本調査）（令和2年5月1日現在）「表75 状況別卒業者数」
https://www.pref.okinawa.jp/toukeika/school/2020/kakuhou/gaiyou/00-0_4all.pdf よりデータを得て作成

表3 沖縄県状況別中学校卒業者数（沖縄県内教育事務所別、私立、国立を除く）

教育事務所 卒業生 高校進学 その他進学 就職者 未決定者数 未決定率

国頭 1,217 1,188 4 10 15 1.23%

中頭 5,728 5,540 13 67 108 1.89%

那覇 4,279 4,200 17 9 53 1.24%

島尻 2,888 2,816 2 31 39 1.35%

宮古 569 557 0 3 9 1.58%

八重山 594 582 0 3 5 0.84%

合計 15,275 14,883 36 123 229 1.50%

注 就職者123名の内訳
①自営業主等33名（男27名、女6名）、②無期雇用労働者45名（男36名、女子9名）、
③有期雇用労働者12名（男子10名、女子2名）、④臨時労働者33名（男子26名、女子8名）
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Ⅱ 沖縄県における「低所得」と「貧困」

３．課題を整理するキーワードとしての「自己肯定感」

⇒先に課題としてあげた「中学校卒業後進路未決定」や「高等学校の
中途退学率」等の背景に上記の❶～❹の影響があると考えられる。
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Ⅱ 沖縄県における「低所得」と「貧困」

３．課題を整理するキーワードとしての「自己肯定感」

⇒貧困状態となり「保護者の精神的な余裕のなさ」から上記の体験が不
足し、小学校入学前や低学年時において自己肯定感に差が生じる
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被雇用者の自己肯定感と「生産性」

①興味をもつ事にチャレンジできる ⇔ ❶やる気がない
②難しい課題に直面しても踏ん張れる⇔ ❷あきらめが早い
③必要な助けを適切に求められる ⇔ ❸他者に頼らない
④自分を大切にできる ⇔ ❹自分を軽視する

※「非認知能力」とも関連する自己肯定感

（１）自己肯定感の低い状態で就職したら？
❶離職への影響は？ ❷企業の生産性への影響は？

（２）「生産性」の高い企業に自己肯定感の低い状態で就職できる
のか？

Ⅱ 貧困と自己肯定感について
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Ⅲ 子どもの貧困対策の成果と課題

１．自己肯定感を柱に据えた子どもの貧困対策の分類

２．各種「支援員」の人材確保とその質の向上

３．教育と福祉の連携の重要性

４．中学校卒業後進路未決定状態への支援
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Ⅲ 子どもの貧困対策の成果と課題

１．自己肯定感を柱に据えた子どもの貧困対策の分類

表4 子どもの貧困対策の分類

各種資料を参考に作成

対象世帯 支援内容
妊娠期
出産前後

乳幼児期 小学校 中学校
高等学校
中学卒業後
高校中退後

高校卒業後

所得確保 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

「貧困」への移行予防 ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

子どもの自己効能感の向上 ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱

所得確保 ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔

「保護者の課題」への支援 ㉕ ㉖ ㉗ ㉘ ㉙ ㉚

子どもの自己肯定感の向上 ㉛ ㉛ ㉜ ㉝ ㉞ ㉟

「保護者の課題」への支援 ❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻

子どもの自己肯定感の向上 ❼ ❽ ❾ ❿ ⓫ ⓬

低所得

貧困

児童虐待等
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Ⅲ 子どもの貧困対策の成果と課題

２．各種「支援員」の人材確保とその質の向上

出典：沖縄県子ども未来政策課提供スライド19



Ⅲ 子どもの貧困対策の成果と課題

１．各種「支援員」の人材確保とその質の向上

出典：沖縄県子ども未来政策課提供スライド20



Ⅲ 子どもの貧困対策の成果と課題

２．各種「支援員」の人材確保とその質の向上

出典：沖縄大学島村聡教授が実施した『子どもの居場所等の意義と連携に関する研究
事業：2018年度調査』の調査結果より

支援員に対する聞き取り調査による成果と課題

【成果】
・切れ目のない支援が可能となる
・学校関係者が家庭に入れないケースでも家庭に入りやすい
・学校では得られない子どもの声を聴くことができる。
・「役割分担」による関係機関へのつなぎが可能となる
・課題のある世帯の掘り起こしが可能となる

【課題】
・人材確保が難しい
・関係構築の困難や支援技術の課題
・行政や学校現場の担当者により業務内容に差が生じる
・課題へ対応する社会資源が乏しい
・学校や行政との情報の共有が十分にできない
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Ⅲ 子どもの貧困対策の成果と課題

３．教育と福祉の連携の重要性

表4 子どもの貧困対策の分類（再掲）

各種資料を参考に作成

対象世帯 支援内容
妊娠期
出産前後

乳幼児期 小学校 中学校
高等学校
中学卒業後
高校中退後

高校卒業後

所得確保 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

「貧困」への移行予防 ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫

子どもの自己効能感の向上 ⑬ ⑭ ⑮ ⑯ ⑰ ⑱

所得確保 ⑲ ⑳ ㉑ ㉒ ㉓ ㉔

「保護者の課題」への支援 ㉕ ㉖ ㉗ ㉘ ㉙ ㉚

子どもの自己肯定感の向上 ㉛ ㉛ ㉜ ㉝ ㉞ ㉟

「保護者の課題」への支援 ❶ ❷ ❸ ❹ ❺ ❻

子どもの自己肯定感の向上 ❼ ❽ ❾ ❿ ⓫ ⓬

低所得

貧困

児童虐待等
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Ⅲ 子どもの貧困対策の成果と課題

３．教育と福祉の連携の重要性

大阪府箕面市の改革事例

政府の行政改革HP 秋のレビュー ２日目（令和２年11月13日開催）「子供の貧困・シングルペアレンツ問題
（２）」 参考人４ 大阪府箕面市 https://www.gyoukaku.go.jp/review/aki/R02/img/sa1_4.pdf より抜粋23



Ⅲ 子どもの貧困対策の成果と課題

３．教育と福祉の連携の重要性

大阪府箕面市の子どもの成長見守り室

政府の行政改革HP 秋のレビュー ２日目（令和２年11月13日開催）「子供の貧困・シングルペアレンツ問題
（２）」 参考人４ 大阪府箕面市 https://www.gyoukaku.go.jp/review/aki/R02/img/sa1_4.pdf より抜粋24



Ⅲ 子どもの貧困対策の成果と課題

３．教育と福祉の連携の重要性

スクリーニング事業の概要（大阪府立大学 山野研究室）

令和２年度沖縄子供の貧困緊急対策事業 成果報告会 『学級・学年・学校支援につながるスクリーニングの
実践報告』 配布資料より 25



Ⅲ 子どもの貧困対策の成果と課題

３．教育と福祉の連携の重要性

スクリーニング会議の様子（糸満市）

令和２年度沖縄子供の貧困緊急対策事業 成果報告会 『学級・学年・学校支援につながるスクリーニングの
実践報告』 配布資料より 26



Ⅲ 子どもの貧困対策の成果と課題

３．教育と福祉の連携の重要性

スクリーニングの成果（糸満市）

令和２年度沖縄子供の貧困緊急対策事業 成果報告会 『学級・学年・学校支援につながるスクリーニングの
実践報告』 配布資料より 27



Ⅲ 子どもの貧困対策の成果と課題

３．教育と福祉の連携の重要性

スクリーニングの課題（糸満市）

令和２年度沖縄子供の貧困緊急対策事業 成果報告会 『学級・学年・学校支援につながるスクリーニングの
実践報告』 配布資料より 28



Ⅲ 子どもの貧困対策の成果と課題

３．教育と福祉の連携の重要性（子どもの発達特性への対応）

作業療法士の活用（南風原町）

こども相談支援センターゆいまわる作成 南風原町教育委員会提供資料 一部改変 29



Ⅲ 子どもの貧困対策の成果と課題

３．教育と福祉の連携の重要性（子どもの発達特性への対応）

作業療法士の活用（南風原町）

こども相談支援センターゆいまわる作成 南風原町教育委員会提供資料 30



Ⅲ 子どもの貧困対策の成果と課題

３．教育と福祉の連携の重要性（子どもの発達特性への対応）

作業療法士の活用（南風原町） 5～14歳人口：5,421人 総人口：40,375

こども相談支援センターゆいまわる作成 南風原町教育委員会提供資料 31



Ⅲ 子どもの貧困対策の成果と課題

４．中学校卒業後進路未決状態への支援

若年者キャリア形成支援モデル事業の概要

出典：沖縄人材育成事業 高校中退等キャリア形成支援モデル事業報告書より 32



Ⅲ 子どもの貧困対策の成果と課題

【成果】
・支援者数および支援メニュー数の増加

・モデル事業ごとの有効な支援方法の蓄積

【成果の持続性に向けた課題】
・各種支援者の継続的雇用に向けた条件整備

⇒待遇面の整備、スキルアップ体制の構築

・市町村ごとのプラットフォームの構築

33


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35

